
特集…荒砥高校の更なる飛躍を②
知事と語ろう市町村ミーティング

in しらたか⑥
萩野子獅子、東京に舞う⑩
県中学校体育大会で２種目制覇⑪
第47回白鷹町小中学校及び

町民水泳大会結果⑫

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　モンテディオ山形ふれあいフィールド　　―　ボールはともだち　―
　７月２日、よつば保育園で「モンテディオ山形ふれあいフィールド」が行われました。当日は、モンテディオの普及指導

員３人が保育園を訪問し、年少から年長児52人がミニゲームなどをしてサッカーを楽しみました。この事業は、モンテディ

オ山形が県内全域への地域スポーツ活動の普及促進を目的として行われており、町内のほかの保育園でも実施されています。
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昭
和

23
年
４
月
１
日

　

県
立
荒
砥
高
等
学
校
（
定
時
制

の
課
程
）
設
立
認
可
。
元
荒
砥
農

芸
学
校
を
校
舎
と
す
る
。

23
年
５
月
７
日

　

開
校
式
挙
行
（
普
通
科
・
農
業

科
・
被
服
科
に
第
１
学
年
入
学
、

蚕
桑
・
鮎
貝
・
東
根
分
校
も
同
時

開
校
）

23
年
７
月
14
日

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

27
年
３
月
15
日

　

同
窓
会
結
成

27
年
３
月
31
日

　

鮎
貝
・
東
根
分
校
閉
鎖

28
年
４
月
７
日

　

通
常
課
程
１
学
級
併
置
認
可

29
年
３
月
31
日

　

蚕
桑
分
校
閉
鎖

30
年
４
月
１
日

　

通
常
課
程
定
員
増
加
認
可（
80
人
）

30
年
６
月
１
日

　

校
歌
制
定

31
年
３
月
31
日

　

農
業
実
習
室
竣
工

荒
砥
高
校
の
沿
革

（
こ
れ
ま
で
の
移
り
変
わ
り
）

特
集

地
域
の
宝

－

荒
砥
高
校
の
更
な
る
飛
躍
を
！

高
校
再
編
の
考
え
（
県
）

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、﹁
県
立
高
校
教
育
改
革
実
施
計
画
﹂
を
策
定
し
、
少
子

化
と
い
う
現
状
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
高
校
の
統
廃
合
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
町
の
最
高
学
府
（
学
校
）
で
あ
る
荒
砥
高
校
も

そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
で
荒
砥
高
校
を
支
え
（
サ
ポ
ー
ト
）
ま
し
ょ
う
！

「
県
立
高
校
教
育
改
革
実
施
計
画
」

に
よ
る
と
、
今
後
の
高
校
再
編
は

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

①
平
成
17
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

に
中
学
校
卒
業
予
定
者
が
県
全
体

で
３
千
人
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
や

私
立
高
校
の
収
容
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
学
校
の
統
合
、

学
級
減
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

②
多
様
な
教
育
課
程
の
編
成
、
部

活
動
や
学
校
行
事
な
ど
の
活
性

化
、
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
す

る
機
会
の
提
供
な
ど
、
高
等
学

校
と
し
て
の
教
育
機
能
の
維
持
向

上
の
観
点
か
ら
基
本
的
に
は
適
正

な
学
校
規
模
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

③
近
隣
高
校
と
合
わ
せ
る
と
適
正

な
学
校
規
模
と
な
る
場
合
、
将
来

の
統
合
を
視
野
に
キ
ャ
ン
パ
ス
制

（
※
１
）を
導
入
し
、
学
校
に
準
じ

た
教
育
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、「
西

置
賜
地
区
の
県
立
高
校
の
再
編
整

備
に
係
る
検
討
委
員
会
」
で
検
討

さ
れ
た
結
果
、
２
つ
の
案
が
県
教

育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
①
案

﹁
３
校
へ
の
再
編
﹂（
そ
の
う
ち
１
校

に
キ
ャ
ン
パ
ス
制
の
導
入
を
検
討
）

第
②
案

﹁
２
校
へ
の
再
編
﹂（
キ
ャ
ン
パ
ス
制

の
導
入
な
し
）

　

い
ず
れ
の
案
で
も
、
県
内
初
と

な
る
総
合
学
科
、
専
門
学
科
の
産

業
高
校
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

○
再
編
対
象
高
校
（
４
校
）

・
荒
砥
高
校
・
長
井
高
校
・
長
井

　

工
業
高
校
・
小
国
高
校

※
１
キ
ャ
ン
パ
ス
制
…
複
数
の
高
校
間

で
連
携
・
交
流
し
、
生
徒
の
学
習
や
特

別
活
動
な
ど
に
関
す
る
教
育
環
境
に
応

じ
教
員
が
出
張
授
業
を
行
っ
た
り
、
合

同
で
部
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
。

　

こ
の
場
合
、
荒
砥
高
校
の
校
名
・
校

舎
は
そ
の
ま
ま
存
続
さ
れ
る
。
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31
年
４
月
１
日

　

通
常
課
程
定
員
増
加
認
可

（
１
０
０
人
）

33
年
３
月
30
日

　

養
蚕
教
室
竣
工

36
年
12
月
27
日

　

家
庭
科
教
室
２
・
図
書
館
竣
工

38
年
４
月
１
日

　

全
日
制
課
程
に
商
業
科
設
置

（
50
人
）

39
年
６
月
29
日

　

後
援
会
結
成

40
年
４
月
１
日

　

定
時
制
課
程
の
家
政
科
募
集
停

止
、
生
活
科
設
置
（
20
人
）

42
年
４
月
１
日

　

定
時
制
課
程
の
普
通
科
募
集
停

止
、
完
全
県
移
管
決
定

44
年
４
月
１
日

　

全
日
制
課
程
の
商
業
科
募
集
停

止
、
普
通
科
３
学
級
と
な
る

51
年
３
月
25
日

　

柔
剣
道
場
竣
工

53
年
４
月
１
日

　

定
時
制
課
程
の
募
集
停
止
、
全

日
制
課
程
普
通
科
４
学
級
と
な
る

55
年
３
月
31
日

　

新
校
舎
竣
工

56
年
３
月
31
日

　

定
時
制
の
課
程
廃
止

59
年
７
月
19
日

　

新
体
育
館
竣
工

62
年
４
月
１
日

　

校
訓
「
克
己
復
禮
」
制
定

特 集 荒砥高校の更なる飛躍を！

現
在
の
荒
砥
高
校

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会

　

７
月
20
日
、
保
護
者
会
や
同
窓

会
な
ど
各
種
団
体
は
、
荒
砥
高
校

の
存
続
の
重
要
性
を
認
識
し
、
荒

砥
高
校
を
支
え
存
続
・
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
佐
藤
町
長
を

会
長
と
す
る
「
荒
砥
高
校
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
考
え
に
賛
同
す
る
個
人
・

団
体
が
会
員
と
な
り
、
荒
砥
高
校

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
か
た
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
…

❶
「
が
ん
ば
れ
荒
砥
高
校
」
と
い

　

う
の
ぼ
り
を
作
成
し
、
荒
砥
駅

　

や
役
場
、
高
校
周
辺
な
ど
に
設

　

置
し
、
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い

　

き
ま
す
。

❷
知
事
・
県
教
育
長
・
県
議
会
へ

　

陳
情
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

❸
町
民
大
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

荒
砥
高
校
を
�
�
ー
�

�

す
�
町
民
大
集
会

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
対
象　

町
民
（
ど
な
た
で

も
）、
荒
砥
高
校
保
護
者
、
同
窓

生
、
町
内
企
業
関
係
者
な
ど

▼
内
容　

記
念
講
演

○
演
題
「
夢
見
る
力

－

故
郷
は
生

　

き
る
源
」

○
講
師　

渡
辺
え
り
さ
ん
（
女
優

・
演
出
家
…
山
形
市
出
身
）

▼
参
加
料
・
申
込　

不
要
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
☎
85

－
６
１
４
４
／
総
務
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３
）

荒
砥
高
校
同
窓
会

　

荒
砥
高
校
同
窓
会
は
、「
荒
砥
高

校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
」
と
と
も

に
、
高
校
存
続
に
向
け
た
取
組
み

を
行
い
、「
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
し
ら
た
か
」
で

は
、
直
接
吉
村
知
事
に
要
望
を
行

っ
て
い
ま
す
。

県
の
考
え
に
対
す
る
各
団
体
な
ど
の
対
応

●
多
様
な
進
路
希
望
と
興
味
や
関

心
に
応
え
る
た
め
に
、
３
つ
の
コ

ー
ス
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。（
コ

ー
ス
制
の
ほ
か
に
選
択
科
目
が
あ

り
、
ど
の
コ
ー
ス
か
ら
で
も
進
学

や
就
職
が
で
き
ま
す
。）

●
地
域
連
携
の
教
育
が
充
実
し
て

お
り
、「
ま
な
び
サ
ポ
ー
タ
ー
（
地

域
の
か
た
）」
に
よ
る
魅
力
あ
る

授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
地
域

と
の
交
流
を
深
め
、
職
場
体
験
を

通
し
て
社
会
人
と
し
て
の
力
を
養

う
と
が
で
き
ま
す
。

●
囲
碁
部
は
、
県
大
会
女
子
団
体

一
位
、
個
人
戦
一
位
・
三
位
と
い

う
成
績
を
収
め
る
全
国
レ
ベ
ル
で

す
。

校
訓
﹁
克こ

っ

己き

復ふ
く

禮れ
い

﹂

　

孔
子
が
「
己
（
の
身
勝
手
）
に

打
ち
克
っ
て
礼
に
か
え
る
こ
と
が

人
徳
に
つ
な
が
る
」
と
論
語
の
中

で
説
い
た
も
の
。
謙
虚
に
し
て
積

極
的
に
生
き
る
こ
の
姿
勢
こ
そ
す

べ
て
の
向
上
の
源
泉
で
あ
る
、
と

の
判
断
か
ら
昭
和
62
年
に
制
定
。

学年 男子 女子 合計
１ 22 45 67
２ 29 31 60
３ 27 25 52
計 98 101 179

生徒数 （平成 22 年４月９日現在）

中学校 １年 ２年 ３年 合計
白鷹東 22 21 17 60
白鷹西 16 13 15 44
長井南 14 9 6 29
長井北 11 15 14 40
飯豊 3 1 0 4

川西一 0 1 0 1
米沢四 1 0 0 1

計 67 60 52 179

出身中学校別人数（平成 22 年４月９日現在）
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平
成

３
年
12
月
15
日

　

山
新
放
送
愛
の
事
業
団
よ
り

「
愛
の
鳩
賞
」
受
賞

５
年
４
月
８
日

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面
改
修
工
事
完

成６
年
８
月
10
日

　

家
庭
科
棟
竣
工

９
年
７
月
１
日

　

体
育
施
設
開
放
開
始

10
年
10
月
９
日　

記
念
会
館
（
復

禮
会
館
）
竣
工

11
年
４
月
１
日

　

コ
ー
ス
制
を
導
入

12
年
４
月
１
日　

全
日
制
課
程
の

普
通
科
３
学
級
と
な
る

18
年
４
月
１
日　

全
日
制
課
程
の

普
通
科
２
学
級
と
な
る

20
年
10
月
20
日

　

創
立
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

創
立
60
周
年
記
念
誌
﹁
克
己
復
禮
﹂

よ
り
抜
粋

地
域
に
密
着
し
た
高
校
生
の
活
動

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
理
由

■
町
全
体
の
活
力
ア
ッ
プ
の
た
め

　

町
内
に
高
校
が
あ
る
、
高
校
生

や
若
者
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

そ
の
町
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
ま
す
。

　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
町

中
に
若
者
が
い
な
く
な
っ
た
場
面

を
。
あ
ま
り
に
も
さ
み
し
く
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
高
校
生
な
ど
の
若
者
は
、

町
内
の
企
業
に
と
っ
て
大
変
貴
重

な
労
働
力
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

少
子
化
で
子
ど
も
た
ち
の
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
町
内

に
定
着
し
て
く
れ
る
若
者
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　

荒
砥
高
校
に
は
、
昭
和
57
年
に

発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
﹁
あ
さ
が
お
﹂
が
あ
り
、
毎
月

定
例
会
を
開
催
し
、
活
動
内
容
の

検
討
な
ど
を
行
い
、
花
植
え
や
清

掃
、
募
金
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

30
年
以
上
続
く
こ
の
活
動
は
、
荒

砥
高
校
の
伝
統
で
も
あ
り
ま
す
。

■
地
域
貢
献
活
動

　

荒
砥
高
校
は
、
地
域
貢
献
活
動

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
保
育
園
で
の
訪
問
演
奏
や
、

学
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
町
内
福
祉

施
設
の
清
掃
作
業
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
手
伝
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入

■
私
た
ち
の
﹁
足
﹂
を
守
っ
て

　

く
れ
る
救
世
主

　

荒
砥
高
校
生
の
約
６
割
は
町
内

の
中
学
校
出
身
者
で
す
。
残
り
の

約
４
割
（
75
人
）
は
、
長
井
市
や

飯
豊
町
な
ど
町
外
か
ら
通
学
し
て

い
る
生
徒
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
多
く
の
生
徒
が
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
赤
字
経
営
で
大
変
な
状
況

の
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
で
す
が
、
私

た
ち
の
貴
重
な
「
足
」
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
鉄
道
で
す
。
そ

の
鉄
道
を
利
用
し
支
え
て
く
れ
て

い
る
荒
砥
高
校
生
を
私
た
ち
も
応

援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

れ
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
制
作

　

毎
年
年
末
、
山
形
放
送
で
放
映

さ
れ
る
「
山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」。
こ
れ
ま
で
は
町
職
員
な
ど

が
作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
１
月

に
行
わ
れ
た
荒
砥
高
校
生
と
町
長

に
よ
る
座
談
会
で
、
高
校
生
の
口

か
ら
「
Ｃ
Ｍ
作
り
を
や
っ
て
み
た

い
！
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、

今
年
は
高
校
生
に
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
若
い
柔
軟
な
発
想
で
白
鷹
町

を
上
手
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｍ
に
な

る
の
か
楽
し
み
で
す
。（
８
月
中
に

撮
影
の
予
定
）

吹奏楽部による訪問演奏

おかえりなさいコンサートでの受付

フラワー長井線を守ってくれる荒高生

若者であふれる商店街にしよう！
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特 集 荒砥高校の更なる飛躍を！

　月日が経つのは早いもので、私が荒砥高校を卒
業して９年が経ちました。高校生活を振り返っ
てみると、さまざまな思い出があり、その中で
も、ボランティアサークル「あさがお」の活動が
特に印象に残っています。地域の皆さんとの交流
を通し、人と人とのコミュニケーションの大切さ
を学ぶことができたからです。高校時代はまだ若
く、分かりませんでしたが、卒業してからも交流
の続いている友人や恩師の先生方と出会うことが
でき、荒砥高校に入学して良かったと思っていま
す。そんな母校が、いつまでも稲荷台にあること
を祈ります。

　荒砥高校は今年、「団結」～挑戦し、向上しあ
う荒高生～というスローガンのもと活動してい
ます。ボランティア活動をはじめとした地域貢
献活動に力を入れることはもちろん、今年度は、
町のふるさとＣＭづくりに参加させて頂くこと
になり、あらためていろんな角度から白鷹町を
見つめなおし、よい作品を作るために活動を行
っています。荒砥高校生の団結力を発揮できれ
ばと思います。
　荒砥高校生は、仲間たちみんなが、楽しく明
るい高校生活を送り青春を謳歌しています。　荒砥高校を卒業して45年。振り返ってみると、

高校で学んだ３年間が私の生き方を決めたよう
な気がしています。すでに画家、詩人、学者とし
て評価されていた先生方がおられ、何気ない話の
中に人間の知恵、学問あっての知識や哲学を感じ
取ることができました。先生方の生き方に魅かれ、
社会クラブで民俗調査、史跡めぐりの活動で地域
の歴史の厚みのようなものを感じました。地域の
歴史を書きとめた書物も少なく、また関心をもっ
て地域を深く洞察するかたもいない。この「文化
不毛の地」に活字が欲しい。自分の一冊を作りた
い。そんな思いが印刷業となり、地域史や古文書
の解読をしている自分がいます。
　荒砥高校は開校して60余年、多くの人材を輩出
し、町の発展に寄与してきました。白鷹町にとっ
て高校の存在は大きく、これからの発展を期待し
ている卒業生です。

　　小 関 美 幸 さん
平成13年度卒業
・介護士として町内に
　勤務
（十王在住）

菊 地 康 紘 くん
荒砥高校３年
・生徒会長を務める
（浅立在住）

　江 口 儀 雄 さん
昭和40年度卒業
・印刷業を営む
（荒砥在住）

　

声（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）　

　

今
回
の
特
集
に
あ
た
り
、
荒
砥

高
校
卒
業
生
や
現
役
高
校
生
に
、

学
校
生
活
の
思
い
出
や
学
校
に
対

す
る
思
い
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
は
３
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
大

人
に
成
長
す
る
大
切
な
時
期
。
そ

の
よ
う
な
大
切
な
時
期
を
み
な
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
も
高
校
時
代
を
思
い

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
検
討
結
果

が
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
元
の
荒

砥
高
校
存
続
の
た
め
、
い
ま
、
町
民
全
員
が
立

ち
上
が
り
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
29
日
（
日
）、「
荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
町
民
大
集
会
」
が
荒
砥
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
集
会
宣
言
な
ど
を
行
っ
た
あ

と
、
山
形
市
出
身
の
女
優
・
演
出
家
で
あ
る
渡

辺
え
り
さ
ん
を
お
招
き
し
、
記
念
講
演
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
☎
85

－

６
１
４
４

／
総
務
課
企
画
調
整
係
☎
85

－

６
１
２
３
）
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７/2�
（火）

知事と語ろう市町村ミーティング
in しらたか

　

７
月
27
日
、
あ
ゆ
ー
む
で

﹁
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
in
し
ら
た
か
﹂
が
開

催
さ
れ
約
１
６
０
人
の
町
民
の

か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
村
知
事
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
前
に
、
町
内
の
ど
り
い
む

農
園
直
売
所
・
深
山
観
音
堂
な

ど
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
一
問
一
答

方
式
で
行
わ
れ
、
町
民
の
質
問

に
対
し
、
吉
村
知
事
は
丁
寧
に

回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内

容
を
掲
載
し
ま
す
。（
質
問
は
一

部
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

※
全
質
問
・
回
答
の
内
容
に
つ

　

い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◆
医
療
行
政
に
つ
い
て

　
　

白
鷹
町
立
病
院
に
は
、
現
在

産
科
が
な
い
の
で
、
お
産
を
す
る

人
は
緊
急
時
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
。
子
ど
も
を
産
み
や
す
い
環
境

整
備
の
た
め
、
県
と
し
て
は
医
療

の
確
保
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
策

を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
将
来
の

見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

医
師
確
保
は
大
事
な
こ
と
で

あ
る
が
、
産
婦
人
科
は
全
国
的
に

不
足
し
て
い
る
状
況
だ
。
県
の
対

策
と
し
て
は
、
医
療
修
学
資
金
の

貸
付
制
度
、
今
年
度
か
ら
山
形
大

学
に
寄
付
講
座
を
設
け
地
域
医
療

に
携
わ
る
人
の
育
成
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
の
医
師
に
対
す
る
待
遇

改
善
や
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
医
師
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

◆
荒
砥
高
等
学
校
の
存
続
に
つ

　

い
て

　
　

西
置
賜
地
区
高
校
再
編
成
検

討
委
員
会
か
ら
報
告
書
が
県
教
育

委
員
会
に
だ
さ
れ
た
が
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
も
単
独
高
校
と

し
て
の
存
続
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

数
で
す
べ
て
切
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
る
。
シ

ン
ボ
ル
的
な
も
の
で
あ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
制
度
と
い
う
柔
軟
な
考
え

方
も
あ
り
、
今
後
「
地
域
の
み
な

さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
県
教
育

委
員
会
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。」

と
指
示
し
て
い
る
。

◆
つ
や
姫
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

　

い
て

　
　

つ
や
姫
は
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た

め
、
県
で
許
可
し
た
農
家
で
な
い

と
作
れ
な
い
が
、
基
準
に
入
れ
な

い
農
家
の
人
も
作
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

の
後
、
自
由
に
作
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
、
今
後
の
県
の
指
針
を
お

伺
い
し
た
い
。

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ
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つ
や
姫
は
10
年
以
上
か
け
て

開
発
を
し
て
き
た
米
で
あ
り
、
食

味
計
で
図
る
と
「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
よ
り
お
い
し
い
、
つ
ま
り

日
本
一
お
い
し
い
こ
と
で
あ
り
ブ

ラ
ン
ド
化
し
な
い
手
は
な
い
。
み

な
さ
ん
、
作
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ

る
が
、
現
在
は
栽
培
適
地
マ
ッ
プ

を
作
成
し
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
お

約
束
で
き
な
い
。

◆
結
婚
難
対
策
の
県
の
具
体
的

　

施
策
に
つ
い
て

　　
　

少
子
化
対
策
の
一
環
で
国
や

県
で
も
結
婚
難
が
少
子
化
の
要
因

で
あ
る
こ
と
の
認
識
に
立
た
れ
施

策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
知
事
の
考
え
を
お
伺

い
し
た
い
。

　
　

少
子
化
問
題
は
結
婚
対
策
か

ら
始
め
る
べ
き
で
、
社
会
全
体
で

応
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
、

子
育
て
、
保
育
園
、
教
育
な
ど
の

環
境
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

結
婚
相
談
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
活
動
に
対
し
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　

県
で
は
７
月
に
結
婚
・
子
育
て

に
夢
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
ま
た
昨
年

か
ら
「
子
ど
も
政
策
室
」
を
設
置
、

今
年
度
か
ら
は
具
体
的
な
活
動
の

た
め
「
子
育
て
推
進
部
」
に
移
行

し
て
県
民
の
み
な
さ
ん
と
が
ん
ば

っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

◆
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

　
　

荒
砥
橋
は
幅
が
狭
く
、
大
型

車
の
通
過
は
交
互
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
早
期

に
着
工
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

今
年
３
月
末
、
山
形
県
道
路

中
期
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に

荒
砥
橋
を
新
た
に
架
け
替
え
る
と

し
た
。
今
後
、
架
け
替
え
る
た
め

の
測
量
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

時
間
は
か
か
る
が
、
み
な
さ
ん
の

安
全
安
心
の
た
め
整
備
を
し
て
い

く
の
で
、
着
工
に
向
け
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
総
合
産
業
化
の
施
策
・
支
援

　

策
に
つ
い
て

　
　

「
農
林
水
産
業
の
基
盤
、
技

術
な
ど
、
そ
の
生
産
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
他
産
業
と
の
連
携

を
進
め
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
、

販
売
を
通
じ
て
価
値
を
高
め
て
い

く
総
合
産
業
化
を
す
す
め
て
い

く
。」
と
い
う
県
の
具
体
的
な
施

策･

支
援
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？

町
内
視
察
の
様
子（
７
／
27
）

ど
り
い
む
農
園
直
売
所

深
山
観
音
堂

　
　

付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
す

る
こ
と
は
通
年
仕
事
が
あ
り
雇
用

に
も
つ
な
が
る
、
そ
う
い
う
方
向

で
い
き
た
い
。
県
と
し
て
は
、「
創

意
工
夫
プ
ロ
ジ
ク
ト
支
援
事
業
」

「
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
」
な
ど

で
支
援
し
て
る
の
で
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
た
い
。

町民一つ一つの質問に丁寧に答えてくださった吉村知事

Ａ

Ａ

Ａ ＡＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ …町民の質問

Ａ …知事の回答
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�
働
�
�
�
�
�
意
義
�
学
�
�
�
�

�

東
西
中
学
生
�
職
場
体
験

　７月７日から13日までの５日間、東西中
学校の２年生152人が、福祉施設やスーパ
ー、町内の企業などで職場体験を行いまし
た。働くことの意義や喜び、大変さを学び
勤労観を身につけることがねらいで、自分
で体験したい職場を決め、事前打ち合わせ
の約束なども本人が直接電話で取りまし
た。さまざまな人と接することで、コミュ
ニケーションやあいさつの大切さが分かっ
た充実した体験となったようです。

　７月１日、第60回社会を明るくする運動
住民集会が、健康福祉センターで行われま
した。60回を数えるこの運動は、「犯罪や非
行を防止し、立ち直りを支える地域のチカ
ラ」をスローガンに、青少年の健全育成な
どを目指すものです。集会では、白鷹町で
の運動内容などについて確認され、その後、
山形東高校の渡部泰山校長から記念講演を
いただきました。集会後、町内２カ所に分
かれ、街頭啓発が行われました。

青
少
年
�
犯
罪
�
非
行
撲
滅
�

�

第
60
回
社
会
�
明
�
�
�
�
運
動

　６月30日、町内の３土地改良区が来年度
合併することになり、予備契約調印式がパ
レス松風で行われました。式には関係者約
60人が出席し、佐藤町長と内谷長井市長の
立ち会いのもと、各土地改良区の理事長が
調印しました。基盤強化や地域貢献を目的
に合併推進協議会を設置し準備を進め、来
年４月１日に合併が予定されています。新
たな名称は白鷹町土地改良区となり、地区
面積は約1000㌶となります。

基
盤
強
化
�
地
域
貢
献
�
目
指
�
�
�

�

町
内
�
土
地
改
良
区
�
合
併
予
備
調
印

集
落
対
策
�
�
�
事
業
�
始
動

�

町
内
初
�
集
落
支
援
員
誕
生
�

　７月28日、町内では初となる集落支援員
が誕生し、町長から委嘱書の交付が行われ
ました。集落支援員として活動していただ
くのは、湯澤信弘さん（山口）。大瀬地区
を担当していただき、地域活性化のため住
民のかたの意見や要望などを収集し、地域
のみなさんが安心して住みやすい地区にな
るよう、役場などとの橋渡し的な役割を担
っていただきます。任期は今年度末までで
す。湯澤さんよろしくお願いします。

　

７
月
24
日
、
パ
レ
ス
松
風
に
お

い
て
新
野
晃
敏
氏
日
本
体
育
協
会

表
彰
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
体
育

協
会
関
係
者
ら
約
50
人
が
受
賞
を

祝
い
ま
し
た
。
新
野
氏
は
、
平
成

２
年
日
本
体
育
協
会
公
認
の
ス
ポ

ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
お
け
る
医
療
体

制
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

医
学
的
見
地
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
59
年
か
ら
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
、
平
成
４
年
か
ら
平
成

16
年
ま
で
白
鷹
町
体
育
協
会
会
長

と
し
て
、
競
技
者
の
育
成
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
日
本
体
育
協
会
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

日
本
体
育
協
会
表
彰
を
受
賞
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音
楽
�
映
画
��
原
点
�
�
見
�
�
��

�

�
�
�
�
的
音
楽
映
画
塾
開
催

　　７月31日・８月１日の２日間、パワー
センターを主会場に、７回目となる「しら
たか的音楽映画塾」が開催されました。味
噌造り塾をはじめ、ライブや上映会が行わ
れました。「老人と海」上映20年を記念した
ディレクターズカット版（７月31日全国上
映）の上映会では、終了後、音楽担当とし
て携わった小室塾長によるライブが行われ、
当時の撮影秘話なども交えながら、参加者
と楽しいひとときを過ごしました。

　７月16日、十王地区の紅花畑で西中学校
の３年生76人が紅花摘み体験を行いました。
ほとんどの生徒が紅花摘みは初体験の様子
で、紅花独特のトゲに、時折「痛い」と声
をあげながらも、「紅花摘みは楽しい」とい
う感想が聞けました。約１時間の作業で26
㌔の花を摘み、26,000円が生徒代表に手
渡されました。今回の体験は、観光協会か
らの呼びかけで実現し、13日には１年生65
人も体験しました。

花
摘
�
猫
�
手
隊
�
�
�
活
躍�

�

西
中
学
校
紅
花
摘
�
体
験

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
❷れぽ

ー
と

　

田
勢
康
弘
氏
講
演
会 

７
／
19

 

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
国
�

�

参
院
選
結
果
�
日
本
�

「
世
界
中
の
誰
も
が
日
本
製
品
を

買
っ
て
く
れ
た
時
代
は
終
わ
り
。

日
本
は
新
興
国
と
の
厳
し
い
競
争

に
直
面
し
て
い
る
…
。」

　

参
院
選
の
熱
気
覚
め
や
ら
ぬ
な

か
行
わ
れ
た
今
回
の
講
演
は
、
世

界
の
中
の
日
本
を
見
つ
め
な
お
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
上
で
参

院
選
後
の
国
内
政
治
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

白
鷹
の
誇
る
べ
き
技
術
や
人
材
に

も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
約
２
０
０
人
の
か

た
が
た
は
、
最
近
の
政
治
状
況
と

共
に
、
世
界
と
白
鷹
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
も
見
識
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　７月23日、鷹山小学校で親子交通安全教
室が行われ、全児童とその保護者など約80
人が参加しました。交通安全専門指導員と
警察署のかた２人を講師に招き、実際に大
型トラックを使い、交差点における巻き込
み事故や衝突事故などを体験しました。参
加したみなさんは交通事故の怖さをあらた
めて実感した様子でした。この研修は夏休
みを前に、交通安全の意識を高めてもらう
ため、ＰＴＡにより初めて実施されました。

夏
休
�
�
前
�

�

親
子
�
交
通
安
全
教
室

期間：８月～９月末まで

※
同
時
開
催　
　
　
﹁
ガ
ラ
ス
の
器
展
﹂

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました



萩
野
子
獅
子
�
東
京
�
舞
�
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紅
花
�
里
�

訪
�
�

第
16
回
白
鷹
紅
花
�
�
�

　

７
月
10
日
、
11
日
、
第
16
回
白

鷹
紅
花
ま
つ
り
が
滝
野
交
流
館
を

主
会
場
に
行
わ
れ
、
荒
砥
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
花
柳
千
優
良
舞

踊
団
の
踊
り
、
畔
藤
田
植
え
踊
り

な
ど
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

萩
野
大
日
堂
で
は
、
お
堂
を
バ

ッ
ク
に
小
さ
な
か
わ
い
い
踊
り
手

を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
た
く
さ

ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど
が
会

場
や
紅
花
畑
を
訪
れ
、
紅
花
染
め

体
験
や
交
流
館
の
そ
ば
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

白
鷹
紅
花
�
�
�
展

　

７
月
６
日
、
山
形
銀
行
本
店
で
、

﹁
第
７
回
白
鷹
紅
花
ま
つ
り
展
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
本

店
ロ
ビ
ー
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
銀

行
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
な
ど
に
切

り
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
店
入
口
付
近
に
特

設
の
物
産
展
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

紅
花
（
切
り
花
や
若
菜
干
し
）
や

町
内
産
の
お
菓
子
な
ど
の
販
売
が

行
わ
れ
、
買
い
求
め
る
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
、
１

週
間
後
に
控
え
た
紅
花
ま
つ
り
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

同
日
午
後
、
町
長
と
町
観
光
協

会
長
な
ど
が
県
庁
を
訪
問
し
、
吉

村
知
事
に
紅
花
を
手
渡
し
、
紅
花

の
し
ら
た
か
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。プレゼントされたかたも自然と笑顔に

小さな踊り手による舞踊の披露

萩
野
子
獅
子
�
東
京
�
舞
�

　

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
が
主
催
す

る
「
水
土
里
の
学
校
～
親
子
で
学

ぶ
ふ
る
さ
と
の
チ
カ
ラ
～
」（
会

場
…
東
京
日
本
橋
の
三
越
本
店
）

で
、
萩
野
子
獅
子
保
存
会
の
獅
子

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
獅
子
踊
り
は
全
国
で

も
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
郷
土

芸
能
を
代
表
と
し
て
踊
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
ス
テ
ー
ジ
が
狭
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
若
干
踊
り
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
た
め
、
子

ど
も
た
ち
は
７
月
上
旬
か
ら
毎
週

３
回
の
練
習
を
繰
り
返
し
本
番
に

臨
み
ま
す
。
地
元
の
踊
り
を
披
露

す
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
い

う
こ
と
で
、
大
人
の
指
導
者
は
も

ち
ろ
ん
、
高
校
生
も
熱
心
に
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

踊
り
は
、
８
月
７
日
・
８
日
の

２
日
間
披
露
さ
れ
、
小
学
３
年
か

ら
中
学
３
年
ま
で
の
26
人
が
上
京

し
ま
す
。
地
域
の
思
い
が
こ
も
っ

た
元
気
な
獅
子
踊
り（
郷
土
芸
能
）

を
、
東
京
の
地
で
華
麗
に
披
露
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

獅
子
頭
は
、
故
小
関
太
郎
校
長

か
ら
寄
贈
さ
れ
、
以
来
30
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
踊
り
で
す
。

（
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
は
、
８
月

14
日
、
萩
野
大
日
堂
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。）

　

ま
た
、
８
月
２
日
、
町
長
よ
り

保
存
会
に
対
し
て
激
励
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

萩野子獅子独特の踊り

激励金交付式の様子

子
�
�
郷
土
芸
能
代
表
�
し
�
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東
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
部

　

地
区
大
会
を
順
調
に
勝
ち
上
が

っ
た
東
中
は
、
県
大
会
１
回
戦
で
、

昨
年
の
新
人
戦
県
大
会
決
勝
で
惜

敗
し
た
山
形
六
中
と
い
き
な
り
対

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
も
新
人
戦
の
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
、

一
進
一
退
の
攻
防
の
中
、
終
盤
に

突
き
放
し
69
対
58
で
貴
重
な
勝
ち

を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
１
勝
が
チ

ー
ム
に
勢
い
を
も
た
ら
し
、
準
決

勝
で
昨
年
優
勝
の
酒
田
六
中
を
破

る
と
、
そ
の
勢
い
は
さ
ら
に
加
速
。

鶴
岡
二
中
相
手
に
80
対
56
の
大
差

で
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

東
中
の
今
回
の
優
勝
は
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
西
置
賜

勢
初
の
優
勝
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

着
実
に
力
を
身
に
付
け
、
勢
い

の
あ
る
東
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
の
東
北
大
会
で
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。

齋
藤
了り

ょ
う

将す
け

く
ん（
男
子
砲
丸
投
げ
）

　

男
子
砲
丸
投
げ
で
齋
藤
く
ん

（
西
中
３
年
）
が
13
㍍
38
を
投
げ
、

従
来
の
記
録
を
20
㌢
更
新
す
る
大

会
新
記
録
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

通
信
陸
上
大
会
で
標
準
記
録
を

突
破
し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
既

に
手
に
入
れ
て
い
る
齋
藤
く
ん
は
、

本
来
の
力
が
発
揮
で
き
な
い
ま
ま

最
後
の
６
投
目
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
す
が
、
持
ち
前
の
集
中
力
と
身

長
１
８
３
㌢
、
体
重
１
２
０
㌔
の

見
事
な
体
格
を
生
か
し
、
他
の
選

手
の
記
録
を
１
㍍
以
上
上
回
る
圧

倒
的
な
成
績
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
く
ん
は
、「
助
走
を
練
習
し
、

14
㍍
を
投
げ
全
国
入
賞
を
め
ざ
し

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
お
父
さ
ん
（
英

人
さ
ん
）
も
中
学
時
代
同
種
目
で

優
勝
さ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

２種目で県大会制覇！（県中学校体育大会）

　７月23日（金）から26日（月）の日程で開催された山形県中学校総合体育大会で、東中学校男子バスケットボー
ル部と齋藤了将くん（西中３年：砲丸投げ）が、優勝という偉業を成し遂げてくれました。
　この２つの優勝は私たち町民にとって誇りとなる素晴らしいニュースです。本人の努力はもちろん、保護者、学
校の先生、地域のかたがたなどさまざまなかたの支えがあっての成績だと思います。
　町民の代表として、次のステージ（東北大会）での活躍を期待し、さらに素晴らしい結果を待っています。
　東北大会は８月上旬に開催されます。

夢、続く限り…　頂点目指せ！

西
置
賜
�
精
鋭
�
集
結

       

白
鷹
町
代
表
�
�
部
門
�
連
覇
�

支
部
消
防
操
法
大
会

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

１
分
団
１
部
１
班（
東
高
玉
）

出
場
者
…
児
玉
和
弘
、
金
田
雄
太
、

長
谷
部
克
広
、
金
田
義
丈
、
本
木

栄
次
、
梅
津
貴
善

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

２
分
団
３
部
２
班（
高
岡
塩
田
）

出
場
者
…
安
部
雅
晃
、樋
口
賢
太

郎
、
熊
坂
嘉
門
、
樋
口
慶
樹
、
大

滝
祥
平

３
位　

２
分
団
２
部
４
班（
柏
原
）

■
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

３
位　

４
分
団
３
部
１
班（
中
山
）

▼
７
月
11
日
、
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
で
平
成
22
年
度
山
形
県

消
防
操
法
大
会
西
置
賜
支
部
大
会

が
行
わ
れ
、
白
鷹
町
代
表
が
３
部

門
の
う
ち
２
部
門
で
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
ポ
ン
プ
車
の
部

に
出
場
し
た
１
分
団
１
部
１
班

（
東
高
玉
）
と
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場
し
た
２
分
団
３
部
２
班

（
高
岡
塩
田
）。
こ
の
２
部
門
に

つ
い
て
は
、
昨
年
も
町
代
表
が
優

勝
し
て
お
り
、
連
覇
達
成
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
た
２
分
団
２
部
４
班
（
柏

原
）、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

に
出
場
し
た
４
分
団
３
部
１
班

（
中
山
）
が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
と
健

闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
消
防
団
員
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
、
長
い
期
間
の
訓
練

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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５年　50m　自由形

1 江見　　茜 鮎貝 42”21

2 相馬さおり 鮎貝 44”46

3 田苗　雛子 蚕桑 47”48

５年　50m　背泳ぎ

1 関　　悠里 鮎貝 53”56

2 菅原　麻鈴 荒砥 56”80

3 安部　美聡 東根 1’00”85

５年　50m　平泳ぎ

1 村上　沙羅 東根 58”21

2 相馬さおり 鮎貝 58”55

3 衣袋　望央 東根 1’01”99

５年　50m　バタフライ

1 関　　悠里 鮎貝 1’11”55

５年　100m　平泳ぎ

1 丸川真由子 蚕桑 1’54”93

５年　100m　個人メドレー

1 菅原　麻鈴 荒砥 1’57”95

2 丸川真由子 蚕桑 2’00”68

3 中川　京香 蚕桑 2’01”56

６年　50m　自由形

1 梅津　優希 東根 38”21

2 芳賀佑里乃 鮎貝 40”23

3 五十峯由美 荒砥 42”11

６年　50m　背泳ぎ

1 梅津　優希 東根 49”31

2 新宮　菜月 荒砥 55”48

3 鈴木　里実 蚕桑 56”47

６年　50m　平泳ぎ

1 菊地　　遥 東根 39”72 新

2 山口　理恵 荒砥 54”42

3 金田　彩香 蚕桑 54”45

６年　50m　バタフライ

1 芳賀佑里乃 鮎貝 50”99

2 五十嵐千華 蚕桑 1’03”05

3 長谷川　梓 蚕桑 1’05”53

６年　100m　自由形

1 土屋　楓子 鮎貝 1’09”44 新

2 鈴木　里実 蚕桑 1’42”02

3 安達　有夏 東根 1’48”78

６年　100m　背泳ぎ

1 土屋　楓子 鮎貝 1’18”73 新

６年　100m　平泳ぎ

1 菊地　　遥 東根 1’24”80 新

2 五十峯由美 荒砥 1’50”48

3 金田　彩香 蚕桑 1’51”43

６年　100m　バタフライ

1 大嶋恵利歌 蚕桑 2’04”02

６年　100m　個人メドレー

1 大嶋恵利歌 蚕桑 1’58”31

2 五十嵐千華 蚕桑 2’01”19

200m　メドレーリレー

1 東根小学校 2’57”85

2 蚕桑小学校 3’23”40

鮎貝小学校 失格

[土屋楓子（小6・背 36”52 ①新]

200m　フリーリレー

1 鮎貝小学校 2’35”11

[土屋楓子（小6・自 31”67 ①新]

2 東根小学校 2’39”97

3 荒砥小学校 2’53”29

中学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　自由形

1 丸川　　　 東中 30”00

2 山本　　仰 東中 30”35

3 青木　順一 東中 30”83

50m　背泳ぎ

1 紺野　　暉 東中 35”90

50m　平泳ぎ

1 丸川　　　 東中 39”10

2 迎田　俊崇 東中 40”43

3 安部　貴洸 東中 45”74

100m　自由形

1 紺野　蒼天 東中 1’03”88

2 山本　　仰 東中 1’05”19

3 奥山　大地 東中 1’45”57

100m　平泳ぎ

1 紺野　蒼天 東中 1’17”17

2 迎田　俊崇 東中 1’28”34

3 安部　貴洸 東中 1’41”15

100m　個人メドレー

1 青木　順一 東中 1’12”22

200m　メドレーリレー

1 東中 2’13”37

[青木順一（中学・背） 33”02 ①新]

200m　フリーリレー

1 東中 2’01”79

中学校・女子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　自由形

1 渡邉　紗可 東中 35”38

2 梅津　　瞳 東中 37”99

100m　背泳ぎ

1 渡邉　紗可 東中 1’26”04

100m　平泳ぎ

1 梅津　　瞳 東中 1’52”52

高等学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　自由形

1 安達　信幸 米沢中央 29”78

2 鈴木　大成 長井 30”42

3 岩崎　大地 長井 31”61

50m　背泳ぎ

1 岩崎　大地 長井 34”40

2 安達　信幸 米沢中央 37”02

3 鈴木　大成 長井 45”81

50m　平泳ぎ

1 鈴木　大成 長井 40”72

2 安達　信幸 米沢中央 45”88

3 岩崎　大地 長井 48”27

50m　バタフライ

1 安達　信幸 米沢中央 30”56

2 岩崎　大地 長井 34”98

3 鈴木　大成 長井 36”55

100m　自由形

1 安達　信幸 米沢中央 1’03”47

2 岩崎　大地 長井 1’08”73

3 鈴木　大成 長井 1’08”95

100m　背泳ぎ

1 岩崎　大地 長井 1’10”85

2 安達　信幸 米沢中央 1’25”76

3 鈴木　大成 長井 1’31”44

100m　平泳ぎ

1 鈴木　大成 長井 1’27”95

2 安達　信幸 米沢中央 1’33”36

3 岩崎　大地 長井 1’41”91

100m　バタフライ

1 安達　信幸 米沢中央 1’05”34

2 岩崎　大地 長井 1’18”16

3 鈴木　大成 長井 1’27”76

200m　個人メドレー

1 安達　信幸 米沢中央 2’45”51

2 岩崎　大地 長井 2’51”90

3 鈴木　大成 長井 3’01”56
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小学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

３年　50m　自由形

1 大沼　亮輔 鮎貝 46"84

2 橋本　凌太 蚕桑 55”07

3 衣袋　裕晃 東根 59”27

３年　50m　背泳ぎ

1 大瀧　恵太 蚕桑 1’17”63

３年　50m　平泳ぎ

1 大沼　亮輔 鮎貝 53”25

2 橋本　凌太 蚕桑 1’06”33

４年　50m　自由形

1 加藤　北斗 鷹山 43”05

2 赤間宏史郎 鮎貝 45”48

3 髙田真亜稀 鷹山 45”53

４年　50m　背泳ぎ

1 加藤　北斗 鷹山 51”79

2 茨木　天真 荒砥 59”08

3 赤間宏史郎 鮎貝 1’04”32

４年　50m　平泳ぎ

1 山本　　築 荒砥 59”18

2 髙田真亜稀 鷹山 1’02”64

3 髙橋　拓海 東根 1’06”42

４年　50m　バタフライ

1 茨木　天真 荒砥 1’07”77

５年　50m　自由形

1 海老名春来 鷹山 43”52

2 五十嵐智大 荒砥 43”54

3 羽角　奏音 鮎貝 45”11

５年　50m　背泳ぎ

1 松岡伽威亜 荒砥 45”39

2 羽角　奏音 鮎貝 54”93

3 丸川　岬太 蚕桑 56”92

５年　50m　平泳ぎ

1 加藤　裕哉 蚕桑 44”33

2 板垣　翔斐 蚕桑 54”41

3 髙橋　龍聖 荒砥 58”79

５年　50m　バタフライ

1 加藤　裕哉 蚕桑 39”76 新

2 新井　駿介 東根 46”99

3 五十嵐智大 荒砥 48”19

５年　100m　自由形

1 野口　拓人 荒砥 1’45”79

2 梅津　紘也 東根 1’57”72

５年　100m　背泳ぎ

1 松岡伽威亜 荒砥 1’39”05

５年　100m　平泳ぎ

1 橋本　　渉 荒砥 2’00”57

2 後藤　悠汰 荒砥 2’09”79

５年　100m　個人メドレー

1 新井　駿介 東根 1’49”15

2 野口　拓人 荒砥 2’05”77

６年　50m　自由形

1 加藤　南斗 鷹山 34”96

2 鈴木　晧大 東根 37”21

3 菊地　大雅 荒砥 37”39

６年　50m　背泳ぎ

1 佐藤　　陸 鮎貝 47”26

2 鈴木　智裕 東根 50”59

3 新野　右京 蚕桑 52”34

６年　50m　平泳ぎ

1 鈴木　晧大 東根 44”54

2 五十嵐悠太 荒砥 47”59

3 西村　一輝 荒砥 48”52

６年　50m　バタフライ

1 加藤　南斗 鷹山 44”28

2 髙橋　利希 東根 50”11

3 新野　右京 蚕桑 53”54

６年　100m　自由形

1 齋藤　祐介 荒砥 1’34”52

2 菊地　祐太 東根 1’36”56

3 佐藤　功基 蚕桑 1’37”11

６年　100m　平泳ぎ

1 橋本　直弥 荒砥 1’43”52

2 五十嵐悠太 荒砥 1’44”50

3 西村　一輝 荒砥 1’49”06

６年　100m　個人メドレー

1 橋本　直弥 荒砥 1’46”39

2 髙橋　利希 東根 1’49”70

3 佐藤　功基 蚕桑 1’55”49

200m　メドレーリレー

1 東根小学校 3’01”01

2 荒砥小学校 3’07”34

3 蚕桑小学校 3’10”05

200m　フリーリレー

1 蚕桑小学校 2’42”37

2 荒砥小学校 2’46”45

3 鷹山小学校 2’52”16

小学校・女子
順位 氏名 所属 タイム 備考

３年　50m　自由形

1 新野　愛麻 蚕桑 52”63

2 國谷　莉那 鷹山 52”86

3 羽田　美咲 鮎貝 52”86

３年　50m　背泳ぎ

1 鈴木　涼己 蚕桑 1’16”74

2 新野　愛麻 蚕桑 1’26”54

３年　50m　平泳ぎ

1 國谷　莉那 鷹山 1’25”17

３年　50m　バタフライ

1 新野　紗弥 荒砥 1’17”18

４年　50m　自由形

1 小澤　　萌 蚕桑 47”16

2 岩澤　芽衣 鮎貝 48”26

3 芳賀美優花 鮎貝 48”38

４年　50m　背泳ぎ

1 小形あゆみ 東根 59”21

2 髙橋　　蘭 東根 1’00”39

４年　50m　平泳ぎ

1 齋藤　遥香 東根 56”13

2 新野　寿音 東根 59”77

3 吉田　遥香 荒砥 1’02”16

４年　50m　バタフライ

1 菊地　　葵 東根 1’09”80

2 梅津　詩音 東根 1’11”51

3 菊地　美優 東根 1’16”34

第47回白鷹町小中学校及び
町民水泳大会の結果

７月28日　白鷹町町民プール
＊各種目３位まで掲載。1ʼ23”45＝１分23秒45
＊「新」は大会新記録
＊「①新」はリレー第１泳者新記録で、氏名（学年・種目）を記載。
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　置賜保健所では、一頭でも多くの動物が幸せに生き
られるよう、引き取りなどした犬やねこを希望者へお
譲りしています。
　これまでに多くのかたがたに「新しい飼い主」にな
っていただきましたが、常時、希望者が不足している
状況ですので、皆さまのご協力をお願いします。
　なお、適切に飼っていただくため、事前に講習会を
受講いただいております。臨時講習も可能ですので担
当にお尋ねください。

【譲渡までの流れ】

　①保健所の譲渡前講習会を受講いただきます。
　②保健所から犬・ねこの譲渡情報を提供します。
　③希望する犬・ねことご対面いただきます。
　④譲渡手続き完了。その日から家族の一員です。

【講習会のご案内】

▼いつ　毎月第３金曜日　午後３時30分～（約45分）
▼どこで　置賜保健所　講堂
※事前に電話でお申し込みください。

【飼い主探しホームページ】

　譲渡事業の詳細や譲渡動物情報は、県ホームページ
「犬・ねこの新しい飼い主探し掲示板」でご確認いた
だけます（検索ワードは「置賜　犬」）。

　■問い合わせ
　　置賜保健所生活衛生課
　　（☎0238－22－3750）

  ねこ 　　　　をお譲りしています！

　土地の異動や、家屋の新築、増築、取り壊しなどに
ついては常々調査を行っておりますが、調査漏れをな
くすため、次のような固定資産の異動がございました
ら、お手数ですが電話などでお知らせください。
　現地確認のうえ、手続きをさせていただきます。　

　土　地

◆土地の現況（利用状況）が変わったとき
※田畑や原野を造成して、宅地や駐車場、資材置き場
　にした場合など

　家　屋

◆家屋（建物）に異動があったとき
※建物を新増改築した場合
※建物を取り壊した場合
☆次に該当する新築家屋（住宅用の家屋）は固定資産
　の減税が受けられます。

●新築家屋（住宅用の家屋）に対する減額

　新築家屋（住宅用の家屋）の床面積が50㎡以上280
㎡以下のものは、120㎡相当部分の税額が初年度から

３年間（マンションなど３階以上の中高層耐火構造住
宅は、５年間）２分の１に軽減されます。
※長期優良住宅の認定をうけた新築家屋は、初年度か
　ら５年間（マンションなど３階以上の中高層耐火構
　造住宅は、７年間）２分の１に軽減されます。
※都市計画税は減額されません。

☆次の①～③まで、改修に伴う固定資産の減税が受け
　られます。
①省エネ改修工事
②バリアフリー改修
③耐震改修
・詳細はお問い合わせください。

☆冷蔵冷凍倉庫用建物（非木造・10度以下で管理）を所
　有のかたは資産税係までご連絡ください。
　平成24年度に、冷蔵冷凍倉庫用建物（常時10度以下
で管理する非木造の倉庫に限る）の評価が見直されま
す。把握漏れを防ぐため、ぜひご連絡をお願いします。

■問い合わせ　税務出納課資産税係（☎85－6133）

「固定資産税の異動」についてお知らせください
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岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

異
常
な
し
を
祈
っ
て
入
る
検
査
室　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

地
蔵
尊
鐘
の
余
韻
で
目
が
さ
め
る　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

遠
足
の
天
気
良
か
れ
と
祈
る
夜　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

お
祈
り
と
願
い
重
ね
る
千
羽
鶴　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

必
勝
を
こ
の
世
の
神
に
祈
願
す
る　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

秀
句　

千
代
か
け
て
幸
せ
祈
る
祝
酒　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

家
を
出
る
無
事
を
祈
っ
て
送
り
出
す　
　

埼　

玉　

村
上　

桂
造

〃　
　

親
祈
る
地
に
足
つ
け
た
子
に
な
れ
と　
　

浅　

立　

梅
津
美
代
子

〃　
　

難
病
へ
長
生
き
し
て
と
祈
る
だ
け　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

孫
受
験
祈
る
事
し
か
出
来
な
い
が　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

出
か
け
れ
ば
無
事
の
帰
り
を
祈
っ
て
る　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

母
の
日
に
送
る
花
よ
り
無
事
祈
る　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

低
温
へ
豊
作
祈
る
野
良
仕
事　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

広
島
に
平
和
を
祈
る
千
羽
つ
る　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

朝
夕
に
家
内
安
全
祈
り
ま
す　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

五
客　

手
を
に
ぎ
り
た
だ
頑
張
れ
と
い
う
祈
り　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

や
る
こ
と
は
や
っ
た
合
格
祈
る
の
み　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

明
日
の
無
事
一
番
星
に
手
を
合
わ
す　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

通
勤
の
息
子
の
無
事
故
祈
る
母　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

豊
作
を
祈
っ
て
流
す
汗
の
玉　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

人
位　

家
族
み
な
の
無
病
息
災
祈
願
す
る　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

地
位　

羽
ば
た
け
ど
祈
る
心
の
千
羽
鶴　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

野
仏
に
祈
る
小
さ
な
も
み
じ
の
手　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

軸　
　

ご
先
祖
に
感
謝
の
祈
り
盂
蘭
盆
会　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回　

「
す
れ
違
い
」
八
月
末
ま
で
。「
鈴
」
九
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八

－

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　

「　

祈
る　

」　　

安
部　

美
笑　

選

「ゴキブリ」

保育士「キャ～　ゴキブリ！！」

ハエたたきでたたこうとすると…

園児「殺さないで！！大きくなった

　　　らカブト虫になるんだから！」

保育士「・・・」

こぐわ保育園

く
ら
し
の

●
注
文
も
し
な
い
の
に
送
ら
れ

　

て
く
る
お
札ふ

だ

に
ご
注
意
！

　

最
近
、
県
内
で
「
注
文
も
し
て

い
な
い
の
に
、
お
札
と
請
求
書
が

送
ら
れ
て
き
た
が
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
身
内
の
死
亡
が
あ
っ

た
喪
主
あ
て
に
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
内
容

の
封
書
と
と
も
に
、
お
札
と
振
込

用
紙
が
送
ら
れ
て
く
る
も
の
で

す
。

　

送
ら
れ
た
文
面
に
は
、
故
人
が

生
前
当
該
団
体
の
活
動
に
賛
同
し

協
力
し
て
い
た
こ
と
や
、
活
動
の

際
に
希
望
し
た
お
札
を
届
け
る
と

い
う
内
容
が
記
し
て
あ
り
、
お
札

は
金
色
の
名
刺
ほ
ど
の
大
き
さ

で
、
請
求
額
は
「
３
０
０
０
円
か

ら
の
支
援
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

故
人
の
意
思
（
希
望
）
で
あ
る

こ
と
や
富
士
山
の
お
札
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ま
た
、
比
較
的
少
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
い
も
な
く

振
り
込
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
応
に
つ
い
て　

　

こ
れ
は
、
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
者
に
一
方
的
に
商
品
を
送
り

つ
け
る
悪
徳
商
法（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
）
で
あ
り
、
商
品

が
送
り
つ
け
ら
れ
て
14
日
間
た
て

ば
、
送
り
つ
け
た
者
の
商
品
返
還

請
求
権
は
消
滅
す
る
た
め
、
処
分

し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
に
、
消

費
者
が
そ
の
商
品
を
使
用
し
た
り

消
費
し
た
場
合
は
、
購
入
を
承
諾

し
た
と
評
価
さ
れ
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.3

「ぼくは牛」（３歳児）

けんかばかりしている園児に…

保育士「ＡくんとＢちゃんは犬と猿

　　　　みたいだね」

その話をきいていたＣくん

Ｃくん「ぼくは馬？牛？」

保育士「Ｃくんは何が良いの？」

Ｃくん「ん～…　ぼく、牛が良い」



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

7 月 5 日 香典 10,000　
7 月 14 日 御祝 50,000　 新野美代子氏藍綬褒章受章祝賀会

7 月 15 日 御祝 3,100　 半夏祭

7 月 15 日 協賛金 3,000　 被爆 65 周年原水爆禁止山形県大会

7 月 26 日 御祝 5,000　 白鷹きらやか会設立総会

7 月 27 日 御祝 30,000　 萩野子獅子連東京三越劇場公演御祝

7 月 27 日 御祝 3,000　 深山地区直接支払推進協議会研修会

7 月 27 日 香典 10,000　
7 月 27 日 贈答品 54,000　 ホークスサミット関係団体等

計 168,100　 
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７月の町長交際費

　平成22年７月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
身
体
が
元

気
な
高
齢
者
の
場
合
、
介
護
の
負

担
は
小
さ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

認
知
症
介
護
の
負
担
は
、
仕
事

や
家
事
と
は
ま
た
異
な
る
も
の
で

す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
が
し
ま
い

忘
れ
た
も
の
を
何
度
も
探
す
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
り
、
徘
徊
を
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、

い
つ
ど
ん
な
行
動
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
た
め
に
、
一
緒
に
過
ご

し
て
い
る
介
護
者
は
心
の
休
ま
る

時
間
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
、
愛

情
を
も
っ
て
介
護
を
し
て
い
た
と

し
て
も
疲
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
話
を
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
た
り
、
少
し
前
に
話
し
た
こ

と
を
全
く
忘
れ
て
い
た
り
す
る
と
、

そ
れ
ら
が
認
知
症
の
症
状
で
あ
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
介
護

者
は
悲
し
み
、
疲
れ
が
増
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

�
多
く
の
介
護
者
�
悩
�

�

�
い
ま
す
�

　

が
ん
ば
っ
て
介
護
を
し
て
い
る

の
に
高
齢
者
の
症
状
が
改
善
し
な

い
と
き
、
そ
の
こ
と
を
一
番
つ
ら

く
感
じ
る
の
は
介
護
を
し
て
い
る

本
人
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
困
っ

た
行
動
が
起
き
た
と
き
「
ち
ゃ
ん

と
介
護
し
て
い
な
い
か
ら
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
ん
だ
」「
家
に
い
る

の
だ
か
ら
介
護
は
あ
た
り
ま
え
で

な
い
か
」
な
ど
、
介
護
者
の
心
を

傷
つ
け
る
言
葉
を
か
け
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。「
自
分
の
介
護

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
悩
み
な

が
ら
介
護
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
つ
ら
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
た
だ
で
さ
え
疲
れ
果
て
て

い
る
介
護
者
は
、
孤
独
に
な
り
追

い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
介

護
う
つ
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
今
、

介
護
者
の
心
身
の
健
康
を
守
る
こ

と
を
家
族
全
員
で
心
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
を
出

�

せ
�
い
介
護
者
�
い
ま

�

す
�　

　

介
護
者
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

り
、
高
齢
者
へ
の
対
応
が
き
つ
く

な
っ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
は
介
護

者
が
疲
れ
果
て
て
助
け
を
求
め
て

い
る
状
態
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、

介
護
者
を
責
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
自
分
で
も
気
づ
け
な
い

く
ら
い
に
疲
労
を
溜
め
込
ん
で
い

る
介
護
者
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言

葉
で
も
傷
つ
い
て
パ
ン
ク
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
穏
や
か
に
言
葉
を
か
け

て
、
介
護
者
を
い
た
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
介
護
者
の
話
を
聞
い
て
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
出
し
て
、
対
応
や
解

決
策
が
な
い
か
一
緒
に
考
え
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
毎

日
が
ん
ば
っ
て
い
る
介
護
者
の
努

力
を
認
め
、
優
し
い
言
葉
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
健
康
状
態
は
、
加
齢

に
よ
り
悪
化
し
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
達
成
感
や
充
実
感

を
感
じ
に
く
い
介
護
で
は
、
親
し

い
人
の
温
か
い
対
応
や
言
葉
が
何

よ
り
の
応
援
に
な
り
ま
す
。

�
愛
情
�
�
�
�
�
介
護

�

�
疲
�
�
�
の
�
す
�

　

介
護
を
一
人
で
行
う
こ
と
は
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
と
て
も

大
変
な
こ
と
で
す
。
高
齢
者
も
介

護
者
も
大
切
な
家
族
で
す
。
家
族

み
ん
な
で
介
護
を
担
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
や
介
護
の
こ
と
を
知
る
た

め
に
～
認
知
症
介
護
の
経
験
者

か
ら
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
定
例
会

▼
い
つ　

８
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り　

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
族
み
ん
な
の
た
め
に
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ

う■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

介
護
者
を
支
え
る
た
め

に
家
族
に
知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と
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　昨年秋に実施した「白鷹まるごと体験 de 婚活」に引
き続き、若者の婚活の機会を創出する試みです。
　今回はサポーターを広く一般から募集し、自分たち
が参加したい、楽しめるイベントを企画します。
　婚活中のかたはもちろん、すでに結婚しているかた
でも出会いを応援したい、イベントを通して交流した
いかたを待っています。
▼応援いただく内容
　企画の提案・運営、参加者の募集など
▼参加資格
　婚活応援に意欲的な男性、女性
　（既婚、未婚問わず）
▼イベント
　今年秋に白鷹町内で開催予定
■申込先・問い合わせ　婚活サポーター募集事務局
　　　　　　　　　　　　（産業振興課☎85－6136）

イベントサポーター募集！

テーマは「 婚　活 」

「プレミアム商品券」は

８月末までにお使いください

　町内中学校、高校の吹奏楽部の生徒が演奏を通した
交流を深めることを目的に開催します。ぜひ、お聴き
ください。
▼いつ　９月11日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分（午後１時開場）
▼どこで　あゆーむ
▼内容　西中学校、東中学校、荒砥高等学校各校吹奏
　楽部の演奏と合同演奏
▼定員　200人
▼入場無料　ただし、整理券が必要です。（満席になり
　次第締め切らせていただきます。）
▼入場整理券取り扱い　教育委員会生涯学習係
■問い合わせ
　白鷹町青少年育成町民会議事務局
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）

家庭ごみ
燃やしていませんか？

　野焼きは懲役・罰金の対象となります。ドラム缶・
一斗缶・ブロック囲い、その他不適正な焼却炉で家庭
ごみなどの廃棄物を焼却する行為は、一部の例外を除
いて、法律により禁止されています。
　野焼きはダイオキシン類の有害物質を発生させ、甚
大な健康被害を招く危険性があるほか、悪臭・煙害・
火災などで地域住民のかたがたに迷惑をかけることも
あります。
　家庭ごみは、野焼きをしないで正しい
分別方法により処理してください。
■問い合わせ　
　町民課くらし環境係（☎85－6131）

▼いつ　８月28日（土）
　　　　午前８時～午後１時（雨天決行）
　　　※午前７時55分までお集まりください。
▼集合・解散　中央公民館前
▼講師　黒滝会・奥山龍雄氏ほか
▼移動手段　マイクロバス、徒歩
▼定員　25人（定員になり次第締め切らせていただき
　ます。）
▼参加料　300円（昼食代）
▼持ち物　歩きやすい靴・服装、水筒、帽子（状況に
　より雨具）
▼周遊箇所　菖蒲、下山、佐野原、大瀬・平田
▼申込締切　８月23日（月）
■申込・問い合わせ　中央公民館（☎85－6143）

　白鷹町商工会では、プレミアム付き商品券を６月に
販売しました。おかげさまで数日で完売となり、多く
の皆さまにご利用いただいています。 
　その使用期限が迫っています。 
　まだお手元にプレミアム商品券があるかたは、忘れ
ずにご使用ください。 

▼使用期限　８月31日（火） 
■問い合わせ　白鷹町商工会（☎85－0055）

白鷹町中高吹奏楽部合同演奏会白鷹学講座パート３

最上川舟運文化と人々の祈り
～川下地区への誘い～
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催　し

平
和
祈
念
事
業

　

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
全
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

い
平
和
祈
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
15
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

役
場
庁
舎
前
広
場

▼
内
容　

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

平
和
合
唱
（
白
鷹
町
少
年
少
女
合

唱
団
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－
６
１
２
０
）

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園
夏
祭
り

　

▼
い
つ　

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
み
の
園
施
設
内

▼
内
容　

健
康
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台

（
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
な
ど
）
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
撮
影
会
、
入
所
・

利
用
者
作
品
展
示
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
（
☎
85

－

５
６
７
８
）

おしらせ

県
有
地
売
払
い
入
札
情
報

▼
物
件　

土
地　

大
字
広
野
字
五

神
３
１
５
２
番

宅
地　

面
積
３
３
０
・
05
平
方
㍍

▼
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

　

２
０
０
万
円

▼
入
札
日
時　

８
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分

▼
入
札
会
場　

置
賜
総
合
支
庁
西

庁
舎
５
階
講
堂

※
入
札
希
望
の
か
た
は
、
担
当
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
総
務
部

管
財
課
県
有
財
産
管
理
担
当
（
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

２
０
６
６
）

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員　

１
人

○
消
防
職　

７
人
程
度

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
高
卒
（
平
成

23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

か
た
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
か
た

※
消
防
職
は
、
長
井
市
・
小
国
町

　

・
白
鷹
町
・
飯
豊
町
の
居
住
者

　

ま
た
は
当
該
地
域
に
居
住
予
定

　

の
か
た

▼
受
付
期
間　

８
月
23
日
（
月
）

か
ら
９
月
14
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
休
日
除
く
）

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
平
山
４
４
６
０

消
防
本
部
庁
舎
内
）

▼
試
験
日
及
び
試
験
会
場　

10
月

17
日（
日
）長
井
市
勤
労
セ
ン
タ
ー

▼
試
験
内
容

○
一
次
試
験　

教
養
試
験（
初
級

行
政
）・
作
文
・
適
性
検
査（
筆
記
）

○
二
次
試
験　

人
物
試
験
・
体
力

試
験（
体
力
試
験
は
消
防
職
の
み
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
23
年
４
月

１
日

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
先　

西
置

賜
行
政
組
合
事
務
局
、
養
護
老
人

広告

ホ
ー
ム
お
い
た
ま
荘
、
消
防
本
部

・
消
防
署
、
消
防
署
各
分
署

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
（
☎
88

－

４
３
３
６
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
い
つ
・
ど
こ
で

第
４
回　

10
月
２
日（
土
）米
沢
市

第
６
回　

10
月
16
日（
土
）長
井
市

▼
試
験
の
種
類　

危
険
物
取
扱
者

甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種

▼
受
付
期
間

第
４
回　

８
月
23
日
（
月
）
～
９

月
１
日
（
水
）

第
６
回　

９
月
６
日
（
月
）
～
９

月
15
日
（
水
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県

支
部
（
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０

７
６
１
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▼
準
備
講
習
会
日
時

・
丙
種　

９
月
17
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

・
乙
種　

９
月
16
日（
木
）、17
日

（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ

▼
申
込
締
切　

９
月
９
日
（
木
）

▼
申
込
先　

危
険
物
安
全
協
会
事
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募　集

広告

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

法
テ
ラ
ス

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
山
形
地
方
事
務
所

ま
で
お
電
話
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０

－

０
７
８
３
７
４
）

▼
法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.houterasu.or.jp

■
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
形

地
方
事
務
所
（
☎
０
５
０
３
３
８

３

－

５
５
４
４
）

う
つ
病
家
族
教
室

▼
い
つ　

８
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
（
南

陽
市
中
央
公
民
館
）

▼
内
容　

講
話
「
う
つ
病
っ
て
ど

ん
な
病
気
？
～
一
緒
に
学
ぶ
病
気

・
治
療
・
経
過
～
」

▼
講
師　

社
会
医
療
法
人
公
徳
会

　

佐
藤
病
院
精
神
科
医
師

　

栗
田
征
武　

氏

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
締
切　

８
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
地
域
保
健
予
防
課
精
神
保
健

福
祉
担
当
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５
）

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

８
月
22
日
（
日
）

▼
集
合
時
間　

午
前
５
時
45
分

▼
コ
ー
ス　

最
上
川
堤
防

▼
内
容　

早
朝
の
さ
わ
や
か
な
空

気
の
中
、
最
上
川
を
眺
め
な
が
ら

歩
き
ま
す
。

▼
申
込　

不
要
（
当
日
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
☎
86

－

０
２
１
０
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
外
国
人

相
談
窓
口
を
活
用
く
だ
さ
い

　

県
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の

か
た
を
対
象
に
、
母
国
語
で
相
談

で
き
る
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
言
語
と
相
談
曜
日

英
語
・
日
本
語　

火
～
土
曜
日

中
国
語　
　
　
　

火
・
金
曜
日

韓
国
、
朝
鮮
語　

木
・
土
曜
日

ポ
ル
ト
ガ
ル
語　

水
・
金
曜
日

▼
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
英
語
・
日
本
語
の
み
午
後
５
時

　

ま
で

▼
ど
こ
で　

山
形
県
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー（
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４

６

－

８
８
６
１
）

務
局
（
消
防
本
部
内
）

▼
そ
の
他　

受
験
願
書
、
受
講
申

込
書
な
ど
は
、
消
防
本
部
、
各
消

防
分
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政

組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－

１
７
９
７
）、
消
防
署
白
鷹
分
署

（
☎
85

－

５
２
４
２
）

消
防
設
備
士
講
習

▼
い
つ

警
報
設
備　

10
月
13
日（
水
）

消
火
設
備　

10
月
14
日（
木
）

避
難
設
備
・
消
火
器　

10
月
15
日（
金
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
受
講
対
象
者

①
平
成
20
年
度
に
消
防
設
備
士
免

　

状
の
交
付
を
受
け
た
か
た

②
平
成
17
年
度
に
消
防
設
備
士
講

　

習
を
受
講
し
た
か
た

③
そ
の
他
の
未
受
講
者

▼
申
請
方
法　

申
請
書
を
９
月
３

日
（
金
）
～
16
日
（
木
）
ま
で
提

出
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
の
請
求
先　

西
置
賜
行

政
組
合
消
防
本
部
、
各
消
防
分
署

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

消
防
設
備
保
守
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－
８
４
７
７
）

白
鷹
こ
ぶ
し
会
の
職
員
及
び

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
数

○
職
員　

１
人

○
臨
時
職
員　

若
干
名

▼
業
務
内
容　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
支
援
業
務
全
般

▼
応
募
資
格

○
職
員　

高
卒
以
上
35
歳
未
満

○
臨
時
職
員　

高
卒
以
上

※
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
社

　

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
、

　

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
級

　

・
２
級
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

　

お
持
ち
の
か
た

▼
試
験
内
容　

○
職
員　

作
文
、
面
接

○
臨
時
職
員　

面
接

▼
報
酬
等　

当
法
人
規
程
に
よ
り

支
給
し
ま
す

▼
勤
務
開
始
予
定　

平
成
23
年
４

月
１
日

▼
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
法
人
白
鷹
こ
ぶ
し
会
事
務
局
／

高
橋
（
☎
85

－

５
６
６
０
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　玉　安　達　正　男　79
横田尻　髙　橋　　進　　74
荒砥乙　丹　野　ち　よ　92
畔　藤　衣　袋　う　め　90
荒砥甲　齋　藤　こ　と　101
荒砥乙　青　木　健　一　49
十　王　佐　藤　よ　し　83
荒砥甲　尾　倉　史　郎　71
荒砥甲　吉　池　良　材　89
中　山　髙　橋　シツヱ　82
畔　藤　笹　原　末　子　61
高　玉　長谷部　文　男　55
広　野　金　子　吉　郎　90
荒砥甲　樋　口　千万代　95
広　野　新　野　啓　一　75
鮎　貝　蒲　生　し　う　93

【7月1日～7月31日届出】

�
�
月
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

飛
�
込
�
�
�
�
月
�
�
�
�
県
中

体
連
�
優
勝
�
�
東
中
男
子
�
�
�

部
�
砲
丸
投
�
�
齋
藤
�
�
�
生
�

�
�
�
�
身
体
能
力
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
練
習
�
実
�
結

�
�
結
果
�
�
思
�
�
�
�
東
西
中

�
�
�
�
�
�
優
勝
�
出
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
感
�
�
�
�
�

月
号
�
発
行
�
�
�
�
�
�
東
北
大

会
�
結
果
�
出
�
�
�
�
思
�
�
�

�
�
�
�
編
集
後
記
�
書
�
�
�
�
�

少
�
�
�
�
�
成
績
�
出
�
�
�
�

�
念
�
送
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
高
齢
者
�
所
在
不
明
�
世
間
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
近
所
�
�
�
�

�
�
深
�
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�
出

来
事
�
次
�
�
次
�
�
�
�
�
�
変

�
世
�
中
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

山　口 結城
健太郎 千

ち

　寛
ひろ

信　子

鮎　貝 岡部
達　郎 航

こ

央
う

子
こ

美奈子

深　山 羽田
英　樹 英

えい

　汰
た

睦

畔　藤 佐藤
徹 蒼

あお

　衣
い

めぐみ

浅　立 梅津
智　博 千

ち

　夏
なつ

里　美

萩　野 紺野
博　之

玲
れい

　那
な

綾

横田尻 丸川
大　介

乃
の

々
の

夏
か

美　紀

N
o.1046

2010-8
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（奥　山　　健　　　下　山
佐　藤　奈都子　　天童市

（舩　山　智　喜　　畔　藤
千　葉　かおり　　宮城県

（島　貫　貴　文　　長井市
髙　橋　未　来　　高　岡

（市　沢　恵　祐　　新潟県
渡　邊　由紀子　　鮎　貝

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

フラサークル　レアレア（代表　カ フラオ ハワイ 松下まなみ さん）
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